
２８．上北手小学校区（1）

学校区名： ２８．上北手小学校区
1．居住者に関する指標
人口(人) 2,219

世帯数(世帯) 805

65歳以上人口(人) 482

65歳以上世帯(世帯) 144

5歳未満人口(人) 124

２．建物に関する指標
構造別建物棟数(棟)

木造建物 1,599

非木造建物 93

合計 1,692

建築年代別木造建物棟数（棟）

建築年 平屋 2階以上

昭和56年以降 155 645

昭和46年～昭和55年 154 242

昭和36年～昭和45年 126 63

昭和26年～昭和35年 55 3

昭和25年以前 151 5

建築年代別非木造建物棟数（棟）

建築年 1～2階 3～5階 6階以上

昭和57年以降 58 3 0

昭和47年～昭和56年 18 0 0

昭和41年～昭和46年 7 1 0

昭和40年以前 6 0 0
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自然的・社会的基本指標

　上北手小学校区は秋田市の東南部に位置している。学校区の東側は比較的なだらかな山地となっており、
河川の周辺に集落が点在している。人口や建物の棟数は、秋田市の中心部にある小学校区と比較して少な
く、人口構成では50歳以上の占める割合が高いのが特徴である。
　また、建物は昭和50年代以降に建てられたものの割合が大きいのと中高層建築物の少ないのが特徴となっ
ている。



２８．上北手小学校区（2）

３．急傾斜地等の現況 ５．防火・防災施設に関する指標
指定種別（箇所数） 箇    所    名 消防関係施設

急傾斜地崩壊危険箇所 別表参照 消火栓数(箇所) 52

（５１） 防火水槽(箇所) 25

雪崩危険箇所 別表参照 消防車台数(台) 4

（４４） 消防ポンプ数(台) 6

地すべり危険箇所 別表参照 消防団員数(人) 23

（０）

土石流危険渓流 別表参照 避難所／避難場所

（８７） 避難所／避難場所 屋内／屋外 収容人員(人)

上北手小学校 屋内 274

上北手小学校ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 屋外 2,750

４．地震被害に関する指標（地震被害想定結果）
被害想定結果一覧表 救急・防災関係施設

天長地震 想定秋田沖地震 種    別 名称／箇所数

平均震度 ６弱 ５強 管轄消防署 秋田南消防署

液状化危険度 ランク４ ランク３ 管轄警察署

木造建物大破数(棟) 117 8 病院数 2

非木造建物大破数(棟) 2 0 最寄りの救急告示病院 秋田県交通災害ｾﾝﾀｰ

死亡者数(人) 14 0 秋田赤十字病院

注意:液状化危険度は,最も安全な場合を1,最も危険性が高い場合を5とした 自主防災組織数
　　　　5段階評価

被害想定結果レーダーチャート 学校区内の主要な公共施設

施  設  名 住    所

上北手地域ｾﾝﾀｰ 上北手猿田字四ツ小屋29-1
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秋田中央警察署(上北手駐在所、牛島交番)

秋田東警察署（御所野交番）

9

地震時危険要素

　天長地震を想定した場合、学校区内の平均震度が６弱となる。液
状化危険度は一部の地域で'かなり高い'という判定結果となる。建
物の大破被害は100棟以上となる。死亡者も10人以上と予想される。
　想定秋田沖地震を想定した場合、平均震度は５強となり液状化危
険度も天長地震を想定した場合と比較して低くなる。それに伴い建
物の大破被害は10棟以下となり、死亡者は発生しないと予想され
る。

防災上の課題と対策

　上北手小学区内では猿田川に沿うように集落が形成さ
れている。学校区の面積が広いことから災害時、避難所
にすみやかに避難することが難しいことも考えられる。
小学校区よりも細かい単位での避難対応についても検討
しておくことが望ましい。そのため住民自身が災害時に
的確な判断を下せるよう、危険箇所、避難所などの情報
をあらかじめ広報しておくことが重要である。
　学校区の人口構成は、65歳以上の高齢者が20%以上を
占めている。高齢者の中には避難など災害時の対応に支
障が出る人もいることも考えられる。特に65歳以上で構
成される世帯では、世帯内で補助することが困難な場合
も考えられる。このような事態にも対処できるよう、地
域の特性を考慮した避難訓練等を実施することが有効で
あると考えられる。
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建物被害
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　ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄの見方
　このﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄは、地震被害想定結果を最も危険度が低い場合を１、最も危
険度が高い場合を５として点数化し、ｸﾞﾗﾌに表したものです。
　ｸﾞﾗﾌのひし形の面積が広いほど総合的な危険度が高いことを表していま
す。



２８．上北手小学校区（3）

別表．急傾斜地等の現況

上北手小学校区

指定種別（箇所数） 箇    所    名

急傾斜地崩壊危険箇所 大杉沢、百崎、荒巻、猿田堤沢、脇ノ田、梨平

苗代沢、館ノ下、砂子沢、黒川、駒込、桜田、境田

四ツ小屋、諏訪ノ沢、石川、前田、底沢、弥生館

猿田沢、中谷地、二ツ寺、寺村、豊口、縄手ノ上

（５１） 太平沢、向田　　他

雪崩危険箇所 大杉沢、石川、百崎、黒川、荒巻、二夕子沢

四ツ小屋、砂子沢、寺ノ沢、脇ノ田、寺田、黒川

梨平、下北手梨平字向田、桜田、駒込、諏訪ノ沢

境田、上北手猿田字苗代沢、上北手猿田字館ノ下

底沢、弥生館、二ツ寺、ﾊﾃﾉ内、太平沢、豊口

（４４） 縄手ノ上、堤ノ沢　　他

地すべり危険箇所 該当箇所なし

（０）

土石流危険渓流 猪ノ沢、登館沢、苗代沢、苗代坂沢、大杉沢

脇ノ田沢、太平沢沢、猿田沢、砂子沢沢、中谷地沢

二夕子沢沢、黒川沢、桜田沢、駒込沢、藤根沢

境田沢、諏訪ノ沢沢、一つ森公園沢、荒巻沢

上北手小山田沢、上北手遠田沢、下北手黒川沢

（８７） 上北手百崎沢、上北手大杉沢、上北手荒巻沢　　他
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